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五
代
目 

み
ど
り
号 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
か
ら
新
車
両
に

な
っ
た
自
動
車
図
書
館
が
、
誕
生
か
ら
ま

も
な
く
一
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

自
動
車
図
書
館
は
、
本
を
載
せ
て
図
書

館
が
近
く
に
な
い
地
域
を
巡
回
し
ま
す
。

神
戸
市
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た
の
は
、
昭

和
四
十
七
年
十
月
の
こ
と
で
し
た
。
み
ど

り
号
と
命
名
さ
れ
た
車
は
、
お
よ
そ
八
百

冊
の
本
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
四
十
年
あ
ま
り
、
車
は
世
代

交
代
を
重
ね
、
積
載
冊
数
は
約
三
千
冊
ま

で
増
え
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
雨
よ
け

テ
ン
ト
の
搭
載
や
親
し
み
や
す
い
イ
ラ
ス

ト
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ど
り
号
と
い
う

名
前
と
、
ク
リ
ー
ム
色
と
濃
い
緑
色
の
二

色
の
配
色
は
初
代
か
ら
変
わ
ら
ず
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。 

代
替
わ
り
に
伴
い
、
平
成
十
四
年
か
ら

活
躍
し
た
四
代
目
み
ど
り
号
は
、
一
般
社

団
法
人
日
本
外
交
協
会
を
通
じ
て
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
に
寄
贈
さ
れ
、
子
ど
も
達
に

本
を
届
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

す
べ
て
の
人
に
本
を
、
と
い
う
想
い
を

一
つ
に
、
二
台
の
み
ど
り
号
は
こ
れ
か
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
役
目
を
果
た
し
ま
す
。 

参
考
：
『
神
戸
市
立
圖
書
館
１
０
０
年
史
』 

神
戸
市
立
図
書
館
報
「
書
燈
」
三
二
〇
号 

みどり号（新車両） 

ＫＯＢＥの本棚 
      －神戸ふるさと文庫だより－ 
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－新しく入った本－ 

だ

し 

は
じ
め 

し
ゅ
う
し
ゅ
う 

神
戸
の
１
５
０
年
―
写
真
ア
ル
バ
ム 

（
樹
林
舎
） 

開
港
か
ら
平
成
ま
で
、
港
町
神
戸
の

在
り
し
日
を
写
真
六
百
点
で
振
り
返
る
。

添
え
ら
れ
た
解
説
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の

歴
史
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

戦
後
以
降
の
昭
和
の
姿
が
印
象
深
い
。

焼
け
跡
か
ら
力
強
く
復
興
し
て
い
く
元

町
や
新
開
地
の
市
街
地
。
三
十
年
代
の

高
度
成
長
期
を
迎
え
る
と
、
新
時
代
を

感
じ
さ
せ
る
神
戸
市
役
所
（
現
在
地
）

や
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
の
建
設
、
さ
ら
に
人

工
島
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
が
進
む
。 

 

レ
ジ
ャ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
、
学
校
行
事

な
ど
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
風
景
写
真

や
明
る
い
表
情
が
写
る
日
常
の
ス
ナ
ッ

プ
に
は
、
懐
か
し
さ
と
活
気
が
あ
る
。 

             

垂
水
の
布
団
太
鼓 

垂
水
郷
土
芸
能
保
存

会
編
集
・
発
行 

布
団
太
鼓
は
、
屋
台
の
上
に
布
団
を

重
ね
た
形
状
が
特
徴
的
な
飾
り
山
車
の

一
種
で
あ
る
。
主
に
西
日
本
の
祭
り
で

使
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
垂
水
区
で
は
、

海
神
社
と
舞
子
六
神
社
の
氏
子
地
で
合

わ
せ
て
五
台
の
布
団
太
鼓
が
巡
行
し
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。 

本
冊
子
で
は
、
各
地
域
に
伝
わ
る
布

団
太
鼓
の
歴
史
と
変
遷
を
、
数
多
く
の

写
真
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
。
外
観

だ
け
で
は
分
か
り
づ
ら
い
布
団
太
鼓
の

構
造
図
・
名
称
も
、
図
解
と
写
真
付
き

で
解
説
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。 

 

ぐ
る
っ
と
探
検
★
産
業
遺
産 

前
畑
温
子

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

兵
庫
県
を
中
心
と
し
た
関
西
の
産
業

遺
産
三
十
一
か
所
を
行
き
や
す
さ
の
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
紹
介
。 

市
内
で
は
、
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
か
ら
廃

墟
と
な
っ
た
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
ま
で
、

豊
富
な
カ
ラ
ー
写
真
と
コ
メ
ン
ト
で
見

所
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
普
段
、
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所
か
ら
撮
影

さ
れ
た
写
真
で
探
検
気
分
が
味
わ
え
る
。

巻
末
の
持
ち
物
リ
ス
ト
を
見
れ
ば
場
所

に
応
じ
た
準
備
が
で
き
、
初
め
て
産
業

遺
産
を
体
験
す
る
人
に
も
お
す
す
め
。 

伝
説
の
コ
レ
ク
タ
ー
池
長
孟
の
蒐
集
家
魂

大
山
勝
男
（
ア
テ
ネ
出
版
社
） 

神
戸
の
資
産
家
池
長
孟
は
南
蛮
美
術

の
蒐
集
に
資
産
を
投
じ
、
戦
前
、
神
戸

に
私
設
の
「
池
長
美
術
館
」
を
開
設
し

た
。
戦
後
、
全
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
市
に

寄
贈
、
現
在
神
戸
市
立
博
物
館
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
。 

教
科
書
で
も
有
名
な
「
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ザ
ヴ
ィ
エ
ル
像
」
を
購
入
す
る

た
め
に
別
荘
を
売
却
し
た
逸
話
や
植
物

学
者
牧
野
富
太
郎
へ
の
経
済
的
援
助
、

作
家
谷
崎
潤
一
郎
と
の
交
流
な
ど
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
多
岐
に
わ
た
る
。
氏
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
見
て
と
れ
る
。 

 

ひ
ょ
う
ご
の
自
然
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
―

身
近
な
生
き
も
の
た
ち 

兵
庫
県
生
物
学

会
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

普
段
、
近
所
の
散
歩
や
山
歩
き
に
出

か
け
た
時
な
ど
、
名
前
を
知
ら
な
い
鳥

や
虫
、
花
や
樹
を
見
か
け
て
気
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

本
書
は
、
県
内
で
身
近
に
見
ら
れ
る

生
き
も
の
や
植
物
が
、
ま
ち
、
里
山
、

海
岸
と
い
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ご
と
に
分

類
さ
れ
、
実
際
に
目
に
し
た
動
植
物
の

名
前
と
生
態
が
す
ぐ
に
調
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
持
ち
歩
き
や
す
い

サ
イ
ズ
だ
が
、
掲
載
種
は
豊
富
だ
。 

            

神
戸
百
年
の
大
計
と
未
来 

広
原
盛
明
ほ

か
（
晃
洋
書
房
） 

神
戸
開
港
一
五
〇
年
を
節
目
に
神
戸

の
都
市
政
策
を
考
え
る
。 

第
一
部
で
は
、
現
在
、
市
が
直
面
す

る
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
神
戸
医
療
産

業
都
市
構
想
、
神
戸
空
港
、
新
長
田
南

再
開
発
の
現
状
と
課
題
を
分
析
す
る
。

第
二
部
で
は
、
誕
生
以
来
、
高
度
成
長

を
続
け
て
き
た
「
輝
け
る
都
市
・
神

戸
」
の
都
市
政
策
を
歴
史
的
に
解
明
し
、

さ
ら
に
、
論
点
は
人
口
縮
小
時
代
に
適

応
し
た
計
画
コ
ン
セ
プ
ト
に
及
ぶ
。 

「
拡
大
成
長
時
代
」
が
終
わ
り
を
告

げ
、
転
換
期
に
あ
る
神
戸
市
。
こ
れ
か

ら
の
百
年
、
ど
の
よ
う
に
都
市
を
再
生

し
、
新
し
い
街
を
つ
く
っ
て
い
く
か
が

提
起
さ
れ
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200226971&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200552494&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200223872&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200548037&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200225893&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200551028&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200225813&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200550881&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200228466&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200552796&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200222401&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200543488&type=CtlgBook
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友
情
―
平
尾
誠
二
と
山
中
伸
弥
「
最
後
の

一
年
」 

山
中
伸
弥 

平
尾
誠
二 

平
尾
惠
子

（
講
談
社
） 

ラ
グ
ビ
ー
で
神
戸
製
鋼
を
日
本
選
手

権
七
連
覇
に
導
き
、
日
本
代
表
監
督
を

務
め
た
平
尾
誠
二
と
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
研

究
で
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞
を
受
賞

し
た
山
中
伸
弥
と
の
間
に
育
ま
れ
た
友

情
の
記
録
。
平
成
二
十
二
年
、
雑
誌
の

対
談
を
き
っ
か
け
に
二
人
は
打
ち
解
け

急
速
に
距
離
を
縮
め
る
が
、
そ
の
六
年

後
、
平
尾
氏
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。 

第
一
章
は
山
中
氏
が
、
第
二
章
は
平

尾
氏
の
妻
惠
子
さ
ん
が
、
出
会
い
や
皆

で
立
ち
向
か
っ
た
闘
病
生
活
を
回
想
す

る
。
第
三
章
は
、
出
会
い
の
場
と
な
っ

た
対
談
が
掲
載
さ
れ
、
両
氏
の
交
わ
し

た
熱
い
言
葉
が
甦
る
。 

            

コ
ー
ベ
ッ
コ
ー 

ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
（
Ｂ
Ｌ

出
版
） 神

戸
港
の
朝
日
に
向
か
っ
て
風
見
鶏

が
コ
ー
ベ
ッ
コ
ー
と
時
を
告
げ
て
お
話

は
始
ま
る
。
ク
ロ
メ
ガ
ネ
の
お
じ
さ
ん

が
望
遠
鏡
で
見
た
の
は
金
星
、
明
治
七

年
の
金
星
観
測
だ
。
他
に
鉄
道
開
通
や

生
田
の
競
馬
場
な
ど
、
場
面
は
明
治
の

開
港
か
ら
の
出
来
事
と
現
代
の
間
を
自

由
に
行
き
来
す
る
。
あ
ふ
れ
る
色
彩
、

の
び
の
び
と
勢
い
の
あ
る
筆
さ
ば
き
で

賑
や
か
に
神
戸
を
描
い
た
絵
本
。 

六
年
前
に
神
戸
に
移
住
し
て
き
た
著

者
が
、
一
五
〇
年
の
歴
史
と
、
感
じ

取
っ
た
魅
力
を
ギ
ュ
ッ
と
詰
め
込
ん
だ
。 

 

い
の
ち
の
旅
人
―
評
伝
・
灰
谷
健
次
郎 

 

新
海
均
（
河
出
書
房
新
社
） 

今
な
お
、
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
て

い
る
『
兎
の
目
』
や
『
太
陽
の
子
』
。

灰
谷
健
次
郎
の
作
品
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
に
生
き
る
す
べ
て
の
子
供
た
ち

に
注
が
れ
る
温
か
な
ま
な
ざ
し
が
あ
る
。 

神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
た
灰
谷
は
、
兄

の
自
殺
や
己
の
未
熟
さ
な
ど
か
ら
小
学

校
教
師
を
辞
め
旅
に
出
る
。
た
く
さ
ん

の
人
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
い
の
ち

に
つ
い
て
考
え
、
身
を
削
る
よ
う
に
作

品
を
書
き
、
信
念
の
も
と
に
行
動
し
た
。 

灰
谷
健
次
郎
の
初
の
評
伝
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

六
甲
山
記
念
碑
台
バ
ー
ズ
ア
イ
マ
ッ
プ

2017 

［
青
山
大
介
］ 

多
聞
の
あ
ゆ
み 

多
聞
史
誌
編
集
委
員
会

編
集
・
発
行 

                        

          

Ｇ・デラランデ Georg de Lalande  

明治 5年(1872) ～ 大正 3年(1914) 

風見鶏の館 

神戸  その⑫ 
あんな人こんな人 

 

神戸では明治40年（1907）に外国人居留地のオリ

エンタルホテルを、翌41年（1908）に現在の東灘区

西岡本に建てられたヘルマン邸を設計しています。 

今も「風見鶏の館」は煉瓦の外壁が他の異人館と

は異なる重厚な雰囲気を醸し出していて、尖塔の上

の風見鶏は神戸の異人館の象徴となっています。 
 

参考：『外国人居留地と神戸』田井玲子（神戸新聞総合 

出版センター2013） 

『外国人建築家の系譜（日本の美術№.447）』 

堀勇良（至文堂2003）他 

訂
正 

第
８７
号
掲
載
の
『
小
林
一
三
は
宝
塚
少
女

歌
劇
に
ど
の
よ
う
な
夢
を
託
し
た
の
か
』
（
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
）
の
著
者
名
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
「
伊
井
春
樹
」
で
す
。
謹
ん
で
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

国指定重要文化財である「風見鶏の館」はドイツ人貿易商ゴットフリート・

トーマス氏の自邸として明治37～38年（1904～1905）頃に建てられました。 

その設計をしたのがゲオログ・デラランデです。彼は明治5年（1872）現ポー

ランドのヒルシュベルクで生まれました。ベルリンの高等工業学校建築科を卒

業後、上海や天津を経て、明治36年（1903）に来日。当初は横浜を本拠にして

いましたが、その後東京に事務所を移し、神戸・名古屋・京都・大阪に支所や

出張所を設けて活動します。在留外国人の邸宅だけでなく、日本の銀行や商

社、個人の邸宅なども手掛けました。 

神戸では明治40年（1907）に居留地のオリエンタルホテルを、翌41年

（1908）に現在の東灘区西岡本に建てられたヘルマン邸を設計しています。 

今も残る「風見鶏の館」は煉瓦の外壁が他の異人館とは異なる重厚な雰囲気

を醸し出しており、尖塔の上の風見鶏は神戸の異人館の象徴となっています。 

 

参考：『外国人居留地と神戸』田井玲子（神戸新聞出版総合センター 

2013）   『外国人建築家の系譜（日本の美術477）』堀勇良（至文堂 

2003）他 

かも 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200223653&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200547019&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200228495&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200553973&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200226428&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200549478&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200220621&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200542399&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200227903&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200556130&type=CtlgBook
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さ
つ
よ
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こ

う
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廃
藩
置
県
か
ら
四
か
月
後
の
明
治
四
年

十
一
月
、
現
在
の
兵
庫
県
域
に
兵
庫
・
飾

磨
・
豊
岡
・
名
東
（
淡
路
）
四
つ
の
新
し

い
県
が
誕
生
し
ま
す
。
日
を
同
じ
く
し
て
、

神
田
孝
平
は
兵
庫
県
の
県
令
（
知
事
）
に

任
命
さ
れ
ま
す
。
居
留
地
を
抱
え
る
兵
庫

県
に
は
外
国
事
情
に
精
通
す
る
人
材
が
必

要
と
考
え
ら
れ
、
蘭
学
者
で
あ
り
、
博
識

多
才
な
神
田
が
抜
擢
さ
れ
た
の
で
し
た
。 

着
任
後
、
ま
ず
県
庁
内
の
組
織
を
整
え

ま
す
。
そ
し
て
、
河
川
や
道
路
の
改
修
、

防
波
堤
建
設
を
計
画
し
、
都
市
基
盤
の
整

備
を
し
ま
す
。
ま
た
病
院
の
建
設
や
県
庁

舎
の
改
築
な
ど
の
都
市
施
設
の
整
備
に
も

着
手
し
ま
す
。
五
年
の
任
期
に
わ
た
り
、

神
田
は
新
し
い
兵
庫
県
建
設
の
た
め
大
事

業
に
次
々
と
取
り
組
み
、
近
代
的
県
行
政

の
確
立
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。 

外
国
の
地
方
自
治
な
ど
の
政
治
制
度
を

よ
く
知
る
神
田
は
、
県
民
が
県
政
の
方
向

性
を
決
め
、
官
吏
は
行
政
の
実
務
者
と
し

て
手
腕
を
発
揮
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
明
治
六
年
、
「
民
会
議
事

方
法
撮
要
」
「
町
村
会
議
事
心
得
」
等
を

各
町
村
に
通
達
し
、
民
選
に
よ
る
会
議
を

開
催
し
て
い
く
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
当

時
、
中
央
政
界
に
お
い
て
地
方
行
政
の
構

想
を
立
ち
上
げ
た
木
戸
孝
允
で
す
ら
、
こ

の
時
点
で
は
、
政
治
体
制
の
西
欧
化
は
時

期
尚
早
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
全
国
に
先
駆
け
て
「
公
選
民
会
」

を
開
催
し
よ

う
と
し
た
神

田
に
、
先
見

の
明
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。 

教
育
に
つ
い
て
も
熱
心
で
、
洋
学
を
奨

励
し
、
神
田
兵
右
衛
門
ら
が
設
立
し
た
学

校
「
明
親
館
」
に
日
・
英
・
蘭
語
に
通
じ

た
外
国
人
教
師
を
雇
用
し
、
明
治
五
年
に

は
、
県
立
洋
学
校
と
合
併
し
て
兵
庫
町
会

所
に
移
し
洋
学
教
育
を
始
め
ま
し
た
。
ま

た
、
自
ら
顕
微
鏡
を
持
っ
て
学
校
を
巡
回

し
教
員
や
生
徒
に
指
導
し
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
神
戸
に
は
英
字
新
聞
し
か
発

行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
憂
い
、
明
治
五

年
か
ら
「
神
戸
港
新
聞
」
を
発
行
さ
せ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
明
治
五
年
に
米
国
産
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
種
子
数
個
を
持
ち
込
み
、
栽
培
を

普
及
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
す
ぐ
に
は
成
果
が
出
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
明
治
十
六
年
以
降
の
凶
作
を

機
に
、
広
ま
り
を
見
せ
ま
す
。 

明
治
六
年
に
は
、
神
戸
港
の
初
代
港
長

Ｊ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
が
提
出
し
た
築
港
計
画

案
を
受
け
て
港
湾
改
築
に
乗
り
出
し
ま
す

が
、
大
蔵
省
か
ら
承
認
が
お
り
ず
、
こ
の

時
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
元
町
」
の
名
付
け
親
と
も
い
わ
れ
、

こ
れ
は
、
明
治
七
年
に
、
神
田
が
町
名
を

「
元
町
通
」
と
改
称
す
る
布
達
を
出
し
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

神
田
は
、
湊
川
以
西
の
整
備
に
伴
う
河

川
や
道
路
の
改
修
な
ど
、
自
ら
土
木
工
事

の
設
計
を
し
て
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

天
文
学
に
も
精
通
し
て
い
た
よ
う
で
、

明
治
七
年
に
行
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
隊
の
金

星
観
測
に
も
関
心
を
示
し
、
そ
の
記
念
碑

を
建
立
す
る
た
め
設
置
場
所
を
官
有
地
と

し
て
買
い
上
げ
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

諏
訪
山
に
あ
る
「
金
星
観
測
記
念
碑
」
に

は
、
正
面
の
一
番
上
に
金
星
が
太
陽
面
を

ど
の
よ
う
に
通
過
し
た
か
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
背
面
に
は
、
「
明
治
七
年

十
二
月
九
日 

兵
庫
県
令 

神
田
孝
平
在

任
」
の
文
字
が
読
み
取
れ
ま
す
。 

      

神
田
は
、
幕
末
、
幕
府
の
教
育
機
関
開

成
所
（
の
ち
の
東
京
大
学
）
の
頭
取
を
務

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
明
治
政
府
の
官
人

と
し
て
出
発
し
、
生
涯
を
送
り
ま
す
。 

一
方
、
学
者
と
し
て
は
、
明
治
十
二
年

に
東
京
学
士
会
院
会
員
と
な
り
、
の
ち
に

は
副
会
長
を
務
め
ま
す
。
数
学
の
分
野
で

は
『
数
学
教
授
本
』
を
著
し
、
経
済
学
の

分
野
で
も
『
経
済
小
学
』
を
翻
訳
す
る
な

ど
優
れ
た
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
明
治
十
九
年
に
は
『
日
本
太
古

石
器
考
』
を
執
筆
す
る
な
ど
、
考
古
学
の

分
野
で
も
そ
の
才
能
は
発
揮
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
、
神
田
は
、
東
京
人
類
学
会
の

初
代
会
長
に
就
任
し
、
そ
の
雑
誌
に
も
多

数
の
論
文
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
考
古
学
の
黎
明
期
に
お
い
て
、
官
人

と
し
て
の
立
場
も
持
つ
、
神
田
が
会
長
職

に
い
る
こ
と
で
の
学
会
に
対
す
る
支
え
は

大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

秀
で
た
学
識
と
行
政
手
腕
を
各
方
面
で

発
揮
し
た
神
田
に
よ
っ
て
、
初
期
の
兵
庫

県
政
時
に
ま
か
れ
た
種
は
、
後
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
と
な
っ
て
大
き
く
実
を
結
ん
で
い

き
ま
す
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